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増大を図る対策が必要になる こと も考えられる。

山地，丘陵地では，高度な探査技術が要求されるが，広い地域て、少量の裂か水を開発するとい

う余地は残されていると思われる。
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第 2節地域の地下水

1.高松平野

(1) 地形・地質

高松平野は，瀬戸内海南岸の海岸平野の中で最も大きな平野で，東端の屋島から西端の五色台

にいたる東西約9km，南北約8kmの扇状地性の海岸平野である。平野中央部のやや西寄りには

島状の弧立した石清山(標高240m)がある。この高松平野には，東側から西側に新)11，春日川，

御坊川，香東川，本津川が並び¥これらの河)11はいずれも北流して瀬戸内海にそそいでいる。平

野部の河川勾配は 1/50とかなり急である。最も流域の大きい香東川は，その源を讃i技山脈に発

し，上流部の和泉層群の山岳地併と中流部の花関岩丘陵地帯を浸食しながら北流し，洪水時に多

量;の土砂を下流部に運搬土佐;f1~している。高松平野は， 香東川の氾濫によって形成された扇状地性

の海岸平野であるが，現在の香東川は平野部の西端を流下して瀬戸内海にそそいでいる。その他

の小河川は，讃l技山脈の山麓の丘陵地帯にその源を発し，河川規模も比較的小さ く，土砂の運搬

土佐積は少ない。

高松平野およびその周辺の地質は，①讃l技山脈を形成する和泉層群(中生代)，②讃岐山脈の

前山地帯の領家花街岩類および孤立丘陵群の讃岐層群〈安山岩類)，③阿讃山脈の北麓丘陵地待

の領家花閥岩類および、洪積台地の河成段丘堆積物，④高松平野の扇状地性沖積堆積物の 4地帯

に区分される(図 2-8-2)。この 4地帯は，地質的要素が地形上によく反映されてい る。 阿讃山脈

には，中生代白星紀の和泉屑群が分布し，一段低い前山丘陵地帯には領家花街岩が分布している。

また，この前山丘陵地帯の中間の台地には第三紀l昨新世の三豊層群と第四紀更新世の河成段丘土佐

積物が分布している。三豊厨群は団結度の低い砂磯，砂，泥の互j百で，時に泥炭 〈亜炭〉を挟む
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区I2-8-2 高松平野水文地質図〔文献 (5)から引用〉
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ことがあり，この地眉が高松平野'の被圧地下水の最も有力な帯水層 となっている。三豊層群の走

向はほぼ東西で，北側(瀬戸内海方向〉に 5~100 の経傾斜を示しながら瀬戸内海底に潜入してい

る (図 2-8-3)。また，図2-8-2に示 したように，讃l庇山脈の前山地帯の領家花関岩は北側の段丘

砂陳腐の上に，ほぼ東西方向にのびる“長尾衛上断層"(活断周〕によって押し上げられている。

このほかには顕著な断層は認められない。

(2) 地下水

高松平野の地下水は不圧地下水と被圧地下水に大別される。不圧地下水は，図 2-8-2に示した

扇状地性の堆積物からなる海岸平野と河岸段丘の砂磯層中に含まれている。その厚さは地表から

1O~ 20 mで，浅井戸，集水渠および、集水池によって利用されている。被圧地下水は三豊層群の

砂r線層中に含まれており ， そのj享さは高松平野で 100 ~ 200 m で，深井戸によって利用されてい
で みず

る。高松平野の地下水は，表 2-8-3に示したように，扇状地末端部から湧出する通称“出水"と

いわれる湧水が集水池によって古くからかんがい用として多主に利用されている。また，浅井戸

も古く から多く利用されてきたが，1960年以降は，高度経済成長に伴って深井戸が増加し，高松

市街地周辺から次第に内陸部に開発が進んでいる。浅井戸は高松平野全域に分布し，集水池は香

東川，御坊川の中流部に多く，春日)11中流部および仏生町北部にも分布している。代表的な深井

戸およびボーリング地点は図 2-8-2に示したとおりである。代表的な柱状図は図 2-8-4に示した。

最も深い井戸は 215111で， 205.5111で基盤の領家花闘岩に着岩している。深井戸の一般的な 1井

表 2-8-3 香川県の用途別地下水利用立一覧表 (6)

工 業用 上水道用 その他用

千m
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表 2-8-4 香川県および、高松平野の;農業用地下水利用-rz表(6)
(上段-香川県，下段:高松平野〉
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当りの揚水量は日孟 200-2，000m3で3 最大揚水量は約 3，000m
3
に達する。 比湧出量は 100-
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図2-8-5 高松平野の深井戸の塩分政度図

(文献山から引用〉

300 m3/d/mで，かなり良好な数

値を示している。透水係数は 10-2

cm/sと比較的大きく，かなり有

力な帯水層と判断される。なお，

地下水の利用量 としてき受 2-8-3に

香川県全体の用途別利用量を示し

たが，年間の総利用量は 1.26億

lU
3
であり，高松平野の年間地下

水利用量は 9，000万m3程度 と推

定される。

一方，高松平野の海岸部は，地

下水の過剰揚水によって，地下水

位が低下し，深井戸に塩水浸入の障害が生じている。清水(1) (1905)によれば，図 2-8-5に示さ

れているように，地下水の過剰揚水によって自然水位，揚水水位ともに年々低下し，地下水の塩

分濃度が 1，000ppmまで増加 し，塩水浸入の徴候が認められている。地下水面等高線と塩分濃

度等イ直線は図 2-8-2に示したとおりであり，地下水位の低下現象は高松市街地で著しい。市街地

東部の自然水位は 1m.内外である。また，新川および、春日川の河口付近の井戸はほとんど自噴を

停止しており，春日川河口付近の井戸は犠水浸入で汚染され，電気伝導度で 5，000μぴ/cm以上

(1964年 9月〕に迷しているものもある。

〈栗原権四郎)
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2.丸亀平野

(1) 地形・地質

丸亀平野は，丸亀から多度津， 普通寺および琴平にかけての東西 20kl11.，南北 10kmの土器川

に沿った扇状地性の平野である。この平野は古い巨大沼池として知られる満濃池の水をかんがい

用に使用している水団地帯であるが，末端部では「出水」と呼ばれる集水池による地下水利用が

多いところであ る。鼠頂部の標高は約 40m，扇端部の標高は約 5mで，こ れより瀬戸内海側は

三角洲になっており ，かつては境田が広がっていた。ここは現在では工場地帯になっている。

平野の周辺には，段丘が発達し，中位段丘土佐積物は厚さ 10-20mのシノレト，粘土を挟む粗砂

と細牒で，黄褐色土によって覆われている。低位段丘堆積物は厚さ 5-15mの一部に砂を挟む砂


